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県内全域への土砂災害警戒区域等を示したリスク情報標識の設置完了について 

 

１ 要旨・目的 

  令和２年６月に策定した「標識設置実施計画」に基づき、令和２年度から５年度まで

の４年間で、土砂災害警戒区域を有する県内 420小学校区への土砂災害警戒区域や避難

所等を示したリスク情報標識の設置を進めてきたところであり、計画どおり令和５年度

末で県内全域への設置が完了したので報告する。 

 

２ 現状・背景 

  砂防課では、令和元年度末までに県内全域の土砂災害警戒区域等の指定が完了したこ

とから、土砂災害警戒区域等の認知度を更に向上させ、地域住民が常日頃から土砂災害

のリスクを認識していただくためのさまざまなソフト施策を行っている。その取組の一

環として、次世代を担う小学生やその関係者などに多く目に留めていただくことができ

るよう、小学校の正門付近などにリスク情報標識の設置を進めてきた。 

 

３ 概要 

(1) 対象者 

    県民 

 (2) 予算（補助事業） 

    令和２年度から５年度の合計 477百万円 

(3) 標識設置事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

元宇品小学校（広島市南区元宇品町）           河内小学校（三次市小文町） 

 

４ 今後の対応 

(1) 標識の追加設置について 

    土砂災害リスクの認知度の更なる向上を促進するため、小学校に行く機会の少な

い地域住民が目にする機会を増やすべく、多くの方が立ち寄る市役所・町役場などの

公共施設及び地域の防災活動の際に活用が見込まれる防災拠点施設などへ標識を追加

設置することを検討する。 

(2) 設置標識の活用・効果 

ア 設置した標識については、小学校への砂防出前講座等において実風景と対比し

ながら説明することで、小学生やその関係者などに理解を深めていただく。 

イ 標識画像を県ホームページ（土砂災害ポータルひろしま）へ掲載し、地元自治

会や自主防災組織等において地域防災力向上に利活用していただく。 
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５ その他 

(1) 市町ごとの標識設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 標識画像例（元宇品小学校区（広島市南区元宇品町）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 標識画像は県ホームページ（土砂災害ポータルひろしま）へ掲載し、地元自治会や

自主防災組織等において地域防災力向上に利活用していただく。 

 

 

市区町名
設置小学校
区数（学区）

市区町名
設置小学校
区数（学区）

広島市 （全体） （111） 庄原市 19

中区 3 大竹市 4

東区 12 東広島市 34

南区 12 廿日市市 17

西区 13 安芸高田市 8

安佐南区 19 江田島市 6

安佐北区 24 府中町 5

安芸区 10 海田町 3

佐伯区 18 熊野町 4

呉市 36 坂町 3

竹原市 9 安芸太田町 4

三原市 19 北広島町 9

尾道市 24 大崎上島町 3

福山市 64 世羅町 4

府中市 8 神石高原町 5

三次市 21 合計 420

※設置小学校区数（学区）は、令和２年６月計画策定時点の数量。


